
球
県
大
会

手
決
ま
る

二ｔ二壼二三〓膏駐長一
．
≡褒華≡彗菱華

一
一一一一．

一一鷲
一三一一一一．

〓塾
一

一
、

美
弼
〓
敢
季
東
北
三
ヌ
一

言
攻
野
球
県
大
会

（県
喜

野
連
主
催
、
喜
）Ｅ
干
間
Ｌ

台
支
局
な
ど
後
援

）
の
組

み
合

わ

せ
拍

選
会

が

Ｈ

置
、
仙
台
市
富
域
野
区
の

値
台
工
高
で
あ
り
、
６９
校

器
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
県

府
４
地
区
大
会
を
勝
ち
抜

ぃ
た
２４
校
の
対
戦
カ
ー
、

が
決
ま

っ
た
（）
上
位
３
咬

は
県
代
表
と
し
て
、
来
春

セ
ン
バ
ツ
の
重
要
な
選
者
・

資
料
と
な
る
東
北
大
会
に

三
場
す
る
。

冬
校
主
将
に
よ
る
く
し

子
き
で
組
み
合
わ
せ
か
決

まヽ
っ
た

）^
今
夏
の
甲
子
重

で
整
優
勢
し
た
性
台
奮
美ヽ

Ｅ
濠
百
泰
地
主
将
（２
三

）

一
い
〓
Ｆ
テ
ー
ム
は
〒
一信
一や

一〓≧茎一一「″」一一つ
一ス
，　一一一菱一一■́
一

タ
イ
，一金
ホ」）一^
「
二項
華
（一こ
↓政

し
た
い
丁
≦
一千
二
〓
秋
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一，
ア
ヽ
（
一
二
　
／
十一
て
　
一一
〓
ス
一シ
一

ノヽ
一一ク
　
（
）〓一】
一〓一″二一一
一一ｒ
）

一
最
高
の
水
位
を
記
録
し
て

い
た
こ
と
が
‐４
日
、
国
土

交
通
省
北
上
―――
下
流
河
―――

日
午
前
６
時
に
氾
濫
危
険

水
位
を
１

・
５
厨
越
え
る

８

・
８８
げ
を
記
録
。
１
９

午
前
４
時
、
氾
濫
危
険
水

位
を
１
研
超
え
る
４

ｏ
０２

厨
を
記
録
。
他
に
鳴
瀬
川

ｌ
Ｅ
一早
壱
賓
θ
，
一Ｅ
尾

劉

均
雨
量
が
３
１
０
、デ
と
な

り
、
１
９
２
７
（昭
和
２
）

年
の
観
測
開
始
以
来
最
大

２
ズ
Ｚ
遷
雇
刻
仁
を
妻
準

し
、
決
壊
の
原
因
調
査
を

進
め
る
」
と
話
し
て
い
る

）^

【伊
藤
菫
孝
】

一一一一一↓ィ
ン
一だ
〓́〓
一
．
．ヽ

一ン
一
´ヽ
´
、

´
、
一一
¨

”
力
≡
、
１
２
Ｅ
Ξ
可
〓
．

一
・）
．
一一々
）ヽ
ィ
一一一一・一一一一一一一・ヽ
）一
ヽ
，

マｃ
Ｅ　
　
　
　
【二

〓珪
一こ

Ｅ
兵
ｔ
会
可
土
場
と
な
る

東
北
三

又
天
喜
の
阿
部
浩

掏
≡
薫
¨
（ラ
阜

）
は

一初

戦
は
夏
Ｉ
敢
れ
た
石
巻
工

た
が
、
今
蔓
こ
そ
勝
ち
た

い

ア
」意
気
込
ん
で
い
た

）^

大
会
は
１７
～
‐９
、
２‐
～

囲
日
の
６
日
間
、
仙
台
市

民
球
場
な
ど
４
球
場
で
行

わ
れ
る
。
２２
日
の
準
決
勝
、

２３
日
の
３
位
決
定
戦
の
勝

者
が
、
青
森
県
で
１０
月
１０

日
か
ら
５
日
間
、
開
か
れ

る

東

北
大

会

に
出

場

す

る
。
　

　

【本
橋
敦
子
】

災
係
を
務
め
、
住
民
に
避

難

を

呼

び

か
け

て

い
る

う

ち

に
津
波

に
の
ま

れ

た
。

遺

体

安

置

所

か

ら

僧
侶
が
付
き
添
い
、
火
葬

場

で
も

お
経

を

上

げ

て

く
れ
た
と
い
う
。
目
黒
さ

ん
は

「父
は

『人
の
役
に

立
た
な
い
と
だ
め
〓
と
い

つ
も

言

っ
て

い
た

ら

し

い
ｃ
最
期
は
信
念
通
り
に

な

っ
た
の
で
は

一
と
振
り

返

っ
十́
隻

目
黒
さ
ん
は
名
取
±
３

仮
設
住
宅
の
議
晋
．ホ
ラ
ン

テ

ィ
ア

に
参

〓

し

て

ヽ

る
ｃ
　
一支
え
て
く
れ
る
家

族
が
い
て
、
父
の
■
垂
ｔ

で
き
た
。
早
い
段
碧
て
気

持
ち
に
折
り
合
い
を
付
け

る

こ
と

が

で
き

た
三

十

が
、
そ
う
で
な
い
ｋ
３
お

一一〓
一
一ヽ
，一″
一一
、一一（一一́
．一一一
一
′ヽ
一

一・一・一一ヽ
）
一
．

ヽヽ
ンヽ
ノ．一・ヽ
ン
一
´
一一
、一ヽ
二一一十一

一́́
．一、一、一）一・一一・．一
一ヽ一．一一一一一一一一・一一一一

〓
一（　二三一一・一・　〓ゴ一^
し
〓一〓ｒ二三二

一」一二〓
・直〓一二〓一一一
　́二
　一丁
工一〓一〓

二
一ヽ
二一一一　　）・ヽ
・　
　
一一、一́
一́　ヽ

る
方
か
ら
逃
げ
な
い
と
い

う
党
悟
が
あ
る
。
信
じ
る

宗
教
を
持
ち
、
死
生
観
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
説
明
。
臨
床
宗
教
師
と

し
て
活
動
し
て
い
る
栗
原

市
の
高
橋
悦
堂
さ
ん
は
、

高

齢

化

の
進

展

に
伴

い

「臨
床
宗
教
師
の
研
修
を

受

け

て

い
な

い
人

も
含

め
、
地
域
に
い
る
一一軍
一一一者

の
力
を
ど
の
よ
う
に
三
＾
ヽ

す
か
は
全
姜
３

天
き
な
要

覇
一
一
に
一　
・イ
｝七〓
一信一・
）一
一こ

【引
コ
裕
之
】

と
ア
ビ
ー
ル
文
を
掲
け
て

市
中
心
部
を
デ
モ
行
進
し

た
。集

会
は

「み
や
ぎ
憲
法

九
条
の
会
」
な
ど
で
つ
く

る
実
行
委
が
主
催
し
た
。

法
案

に

反
対

す

る
地

方

議
員
ら
の
登
壇
後
、
み
や

ぎ
生

協

労

組

の
松
崎

勝

吾
さ
ん
が

「法
案
を
必
要

◇

　
当

当

当
当

当
当
当
当

当

当

当
当
当

当
当

当
立

角
田
新
市
議

２

万

５

２

９

票
率
は
６５

。
‐■

６６

・
２３
晰
）
で

低
だ

っ
た
。
【妻〓

‐８
人
決
ま
る

す
「臨
床
宗
教
師
」シ
ン
ポ
開
く

製
口
被
災
者
ケ
ア
、
体
験
語
る

東 日本大震災 で父を亡 くした経験を振 り返る lf
目黒奈緒美 さ― 仙台市青葉 区で      ‐

f山亡護
=222・
9381

南」ヽ夢長 263・ 2511
石 巻 95・ 9888
原の町 256.3636
気仙沼 22・ 0202
ヨ 石 26・ 2553

よ
森下裕美

(3796)

東
日
本
大
震
災
で
被
災

者
ケ
ア
に
当
た

っ
た
僧
侶

や
神
父
ら
「臨
床
宗
教
師

一

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
１３
日
、
仙
台
市

で
あ

っ
た
。
日
本
尊
厳
死

協
会
東
北
支
部
の
主
催
で

約
１
１
０
人
が
参
加
、
震

災
で
父
親
を
亡
く
し
た
目

黒
奈
緒
美
さ
ん
（
３７
）
＝
福

島
県
会
津
若
松
市
＝
ら
が

体
験
を
語

っ
た
。

目

黒

さ

ん

は

震

災

当

時
、
仙
台
市
在
住
。
岩
手

県

大

槌

町

で
花

屋
を

≡

営

し

て

い

た
父

の

軍
一≡

隆

一
さ
ん
を
亡
く
し
た

里
舘

さ
ん

は
地

Ｘ
Ｅ

〓

廃
案
求
め
る
声
大
き
く

安
保
法
案
反
対

参
院
で
の
審
議
が
大
詰

い
る
安
全
保

関
連
法
案
に
反
対
す
る

急
集
会
が
１４
日
夕
、
仙

仙
台
で
緊
急
集
会

台
市
青
葉
区
の
元
鍛
冶
丁

公
園
で
あ
り
、
約
１
１
０

０
人

（主
催
者
発
表
）
が

一戦
争
さ
せ
な
い
」
な
ど

「
規

「戦争 させない」のア ピールを掲 げる

集会参加者 =イ山台市青葉 EXIで
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任
期
満
了
に
伴
う
角
田

市
議
選

（定
数
１８
）
の
投

開
票
が
１３
日
行
わ
れ
、
新

議
員
１８
人
が
決
ま

っ
た
。

当

選

者

の
内

訳

は

現
職

Ｌ
（
麗
厳
１
、
Ｆ
へ
５

）

1重墨許ョ

・      1

２
日
目
一盪

鬼
の
イ
メ
ー
ジ
固
め
た
ら

あ
ら
た
め
て
怖
く
な
っ
た


